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語彙論から見た形容詞

玉　村　文　郎

は　じ　め　に

　日本語で「形容詞」と呼ばれる語類は，語形と活用の２点において，明確な分類の

ほどこされる語類である。そして，こうした日本語の形容詞の外形上の特徴は，多く

の外国語における形容詞が外形的にはきわめて多様であることとひき比べるとき ，対

照言語学的にも，大きな特徴と見られるべきものであると考える 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　¢
　筆者は先に形容詞と形容動詞語幹の語音構造上の差異について考察したが，それは

どちらかと言えば，語彙教育に資する実践的な分析であ った。小論では，いわゆる

ｒ形容詞」について，語彙論的に問題となる事項をとりあげ，概括的な考察を加える

ことにする 。

Ｉ　語彙構造の中の形容詞

　Ｉ－１　形容詞の語義と語数のかかわり

　一体，形容詞はｒ動詞形容詞の意義が外延において大きい　　即ち比較的単純で愛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＠
昧な　　ことは独り日本語に限られたことではない。」との指摘があるとおり，諸晶

詞の中でも，名詞類とはまたちがった使用の中にある語類であると見られる。言いか

えれば，名詞類が意味の広狭，抽象具象の段階に応じ，また科学 ・技術 ・思考の広が

りと深まりに応じて，語数が自然に増加する運命にあるのとは対照的に，いずれの言

語においても，動詞や形容詞は，さして多くない限られた数の語彙で事足りるという　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○
ことである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 四

　さて，日本の古典語の主要晶詞別語数については，次のような報告がある 。



２　　　　　　　　　　　　語彙論から見た形容詞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＠
　表１万葉 ・枕 ・源氏 ・徒然４作晶の総語数と晶詞別内訳およぴその百分率

４作晶総計 、 ％

名 詞 １３，Ｏ０７ ５３．８

形容動詞 ８１０１
３． ４

形 容 詞 　　＝，３５０　！

　■

５． ６

動 詞 ７， ３４６ ３０．３

そ の 他 Ｌ…１ ６．
８

計 ２４１６１
’ 工

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎
表２　古典４作晶共通語彙の品詞別内訳とその百分率

４作晶共通語 ％

名 詞 ３６９ ４５．３

形容動詞
１３ １．

６

形 容 詞 ７２ ８． ８

動 詞 ３１５ ３８．７

そ の 他 ４６ 工６

計 ８１５

　　　また現代語については，総合雑誌の用語の分析がある。（次ぺ一ジ表３）

　　　語の認定のしかたには，調査のあいだに異同があ って，上掲の表１ ，２と次ぺ一ジの

　　表３の数値を機械的に比較するのは正しいことではないが，日本語においては，動詞

　　と形容詞のあいだに，語数の面でも使用率の面でも，大きなひらきのあることが認め

　　られるし，両者を合計しても，なお名詞の語数 ・使用率に及ばないことも推定できる

９　ところである。名詞類に比して，動詞 ・形容詞が，語数 ・使用率の両面でいちじるし

　　く少なく ，かつ低いという現象は，何に由来するのであろうか。その事情の一つは ，

　　明らかに先に紹介した指摘「動詞形容詞の意味の広さ」と関係があるはずである。し

　　かも，こういう語数や使用率に見られる名詞優位傾向は，ただに日本語内の現象であ

　　るだけではなく ，多くの言語に見られるかなり普遍的な事実と考えられる。それは ，

　　何種類かの語彙調査によ っても，語数を増せば増すほど，使用順位を下げれば下げる
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表３　総合雑誌用語の晶詞別分布

延　べ　語　数

＼＼語　数
名　　　詞

コソアド語

副　　　詞

７６１３４

４， ５６２

３， ０９０

連　体詞　　　　２５７

接続詞　　　　８９８

感動詞　　　　１８３

動詞２６
，３８２

形容詞　　２
，７５０

付属語　　 １９７３
（一　　部）　　　　 ・

計１１６
，２３５

％

６５．４

３． ９

ａ６

ひ２

Ｏ－
８

Ｏ． ２

２２，６

２． ４

１．
７

異なり語数
語　　数　　　老

１３１４４

５３

３５７

８

２２

６１

１， ８１８

２３２

１７

ｌ１岬・

８３．７

Ｏ． ３

２．

３

Ｏ－ １

Ｏ． ４

１１．６

１．

５

０． １

３

ほど，名詞類が多く並ぴ，他の晶詞の現われる率が低くなること，また，上位１００語

とか，上位５００語とか，上位１，ＯＯＯ語とかの中には，動詞や形容詞の並ぶ率が相対的に

高いことなどから，確かめられるところである 。

　しかし，動詞と形容詞を一括して名詞と対比することから，今一歩進めて，動詞と

形容詞とを対照して眺めれば，どういうことになるであろうか。ふたたび語彙調査に

目を通してみよう。古典語としては，形容詞は動詞の％に至らず，同共通語彙ではｘ

に足りない。現代語としては，延べ語数では％以下，異なり語数でも約％という状態

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＠
である。外国語の例でも，中国語基本語彙３，０００語中，形容詞４３７語に対して，動詞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　¢
９６９語で，％以下であり ，英語基本語彙５３３語中，形容詞９４語に対して，動詞１７０語

という状態である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｏ

　ことに，使用範囲 ・使用頻度を基礎にした重要度順に語を排列した場合，第１００位

まで ・第２００位までにはいる形容詞 ・動詞の数は表４のようになり ，一層形容詞と動

詞の語彙的性格の違いが明瞭になる。動詞の方が形容詞よりは語数がうんと多いので

あるが，少数の動詞は多義的であり ，外延が大きく ，形式語化していると考えられる

わけで，あたかも「こと」「もの」その他の抽象度のきわめて高い形式名詞と似た機
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表４　第１００位 ・第２００位までの形容詞と動詞の数

第１００位までの語数

形容詞 動　詞

　　＠本語 ３ ２８

　　　　　　’第２００位までの語数形容詞「動　詞　６　　　４６　３４　　５３１　　　　　　；　　　　　　ヨ　３１　＝　６３　１　　　　　　１

　　◎英　語
１２ ２１

　　＠イツ語 ６ ３２

　　＠ランス語 ８ ２１
１９　　　５３

能をもっていると言える。また，印欧語では，日本語や中国語とは異なり，形容詞が

それ自身では述語となることはないから，ほかならぬ動詞が文の直接構成成分となる

ために，特定の基本的な動詞の使用範囲や使１用度数がきわだ って広く高いことにも必

然性があるわけである。ところで，今一つ，形容詞について注目しなければならない

事項がある。それは，使用範囲が広く ，使用度数の高い動詞が，諸言語を通じてほぼ

６０％の一致度を見せるのに対して，同じような使用の下にある形容詞が，言語ごとに

大きな出入りを見せて，一致を見ないという点である 。

表５　第１００位までの形容詞（英語以外は頻度順）

日本語英　語１ドイツ語フランス語

Ｏ

ナ　　　イ　　
ａ１ｌ

ヨ　　イ　 ａｎｙ

　　　　　　ｇｏｏｄ

（一　　的）　ｍｕｃｈ

（一タ　イ）　
ＳＯｍｅ

　　　　　　ｇｒｅａｔ

オオキィ ・ナ 　　１ｉｔｔ１ｅ

　　　　　　１ｏｎｇ

　　　　　　ｍａｎｙ

（ｅｉｎ）

ａ１１

ｇｒｏＢ

ｍｅｈｒ

ｇａｎＺ

Ｗｅｉｔ

ｖｉｅ１

ａｕｔｒｅ

ｂｏｎ

ｇｒａｎｄ

ｐｅｔｉｔ

ｔＯｕｔ

ｑｕｅ１ｑｕｅ

ｂｅａｕ

Ｓｅｕ１

ｍＯｒｅ

ｎｅＷ

ｏ１ｄ

ｓｕｃｈ

＊第１０５位ま

でをあげた



　　　　　　　　　　　　　語彙論から見た形容詞　　　　　　　　　　　　５

　これらのことは，形容詞と動詞のあいだに文法上の機能の差のほかに，語彙的な差

のあることを示している。動詞が名詞とともに，きわめて品詞性の高い語類であると

いう事実と・形容詞が（添え物のように考えられる印欧語の場合は言うまでもなく ，）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
一般的に名詞 ・動詞よりは晶詞性において低いものであるだけに，個別言語ごとに ，

具体的使用の様相を異にするのであろうと考えられる。形容詞が，意味言己述の面でも

　　　　　　　　　　　　　　　　　＠
動詞とちが って，多くの困難点を伴なうのは，その心情性 ・感覚性という不可測性に

起因していると考えられ，そこにまた，個別言語ごとに異な った（意味の）形容詞が

使用される契機がひそんでいると見られるのである 。

　Ｉ－２　旦本医の形容詞

　ところで，こうした「形容詞」の，日本語における問題を提起したものに，次のよ

うな谷崎潤一郎と柳田国男の指摘がある 。

　「又櫻の花の咲いてゐる花やかな感じを云ふにも，日本語ではｒ花やかな』と云ふ

形容詞しか思ひ出せませんが，漢語を使ってよいとなれば，燭漫，燦燭，燦然，練筒Ｌ

等， まだ幾らでもあるでありませう。…」（「酉洋の文章と日本の文章」（「文章讃本」

昭和９年））

　「…日本人の殊に宿命的に苦しめられて居るのは，何は置いても形容詞の足りない

ことである。此黒占にかけては佛蘭西は羨んでもい＼ と思ふ。（中略）歌を作る者やよ

い文章を書かうとする者は，無意識に形容詞を使はぬ様に骨折って居る。…」（「形容

詞の鉄乏」（「新語論」昭和９年））

　「…形容詞は元は甚だ敷少なく ，この頃著しい塘加の趨勢を示すといふのみで，今

とても決して豊かではないやうである。少なくとも標準語で書き又は談らうとする者

は， 我も人も非常な不自由を忍び，或は色々と無くてすませる方法を講じて居るので

ある 。… 」（「形容詞の近世史」昭和１３年）

　とくに，柳田国男は，いろいろな場で，日本語の（とりわけ標準語の）形容詞の数の

少ないことを歎き，克服のみちを示唆して訴えている。後者の当為に関する問題はさ　Ｏ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○
ておき ，存在としての形容詞の実態ははたしてどうであろうか。（次ぺ一ジ表６参照）

　調査により ，語の切り方，単位の立て方に相当大きなちがいがあるが，１．８％～４．３

完というのが形容詞の全語数に占める割合である 。

　しかし，「日本語は形容詞が少ない」と結論づけるためには，なお外国語の状況に

照らして考えてみる必要がある。（次ぺ一ジ表７参照）
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表６　基本語中の形容詞の数と百分率

語 数 形容詞数１ ％

雑誌９０種
５２ ４． ３１

；

分類語彙表 ３２６００
，

５９０　１

　１
１． ８１

　　　　＠同上中心語彙
十

７， ＯＯＯ １７６ ａ５１

　　　　＠国語教材（大西） ｑ４２８ １９６ｉ ２， ０８

表７　外国語における形容詞の数と百分率

、
「

語 数 形容詞数１
　　　ｔ

％

英
証；１

ロロ１ 　　■２４０　 １６．Ｏ

ドイツ語１■ ２３０１ １５．Ｏ

　　　　，
ランス 語『

１， ５１５ ２５３１ １６．７

中国語，
３０００，

４３７ １４．６

’

　これは，もちろん言語構造を異にし，晶詞認定の方法もちがう言語間の比較である

ため，あくまでも概括的かつ便宜的なものであるが，前掲表６の日本語の形容詞の率

を大きく上まわ っていることがわかる。しかし，外国語には形容詞のほかに形容動詞

というような別個の語類があるわけではないから，日本語の方の計量には，形容動詞

を算入する必要がある。そこで形容動詞を加えて，形容詞類としてまとめた数値を出

すと，表８のようになる 。

表８　基本語中における形容詞 ・形容動詞の数と百分率

九
九

■

数 形宥司数１ 形容留詞数１形箪。類； ％

雑誌９０種 １ １， ２０７ ５２
４３１

■

９５１

■

７． ８８

分類語彙表 ３２，６００ ５９０１ 　　ｉ１２４２ヨ
　　１

１， ８３２■ ５． ６２

同上中心語彙
７， Ｏ００ １７６ ２６１；

Ｉ

４３７； ６． ２４

国語教材
（大西） １

９， ４２８
１・・１

…１ ４３１ ４． ５７

いずれの語彙調査によ っても，表７の外国語における形容詞率よりは低いことがわ
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かり ，彼我の比較では，ほぼ％以下にとどまることが知れる 。

　なお，形容詞 ・形容動詞のほかに，わが日本語において連体修飾機能をもっばらに

にな っている連体詞を忘れてはならないが，これは語数が僅少（「雑誌９０種の用語」

では２３語，「総合雑誌の用語」では８語）であるため，上掲の数値そのものが大きく

変わることにはならないのである 。

　ともかく ，晶詞としての形容詞に属する語が，かなり少ないことは明白にな った 。

　以上，外国語の語彙調査をも参照した結果，日本語の形容詞（または形容詞類）の

少ないことを指摘した前言己谷崎説や柳田説にはまちがいのなか ったことが明らかにな

った 。

　Ｉ－３　形容詞に代わるもの

　しからば，日本語の形容詞が，なぜ絶対的にも相対的にも少ないのであろうか。こ

の問いに直接答えることには慎重でなければならないが，形容詞が少ないという事実

は， 少ない形容詞でともかく日本語が機能し，一往の表現目的が果たせているからと

考えなければならないであろう。では，なにゆえに，わが日本語は数少ない形容詞で

表現機能を充足しえているのであろうか 。

　いうまでもなく ，日本語の形容詞は用言の一つとして，文の成立に直接かかわる陳

述力をそなえた語類であるが，この点では印欧語とは根本的に性質を異にしている 。

しかし，形容詞のいま一つの重要なはたらきは，名詞類（体言）に対する修飾限定成

分（連体修飾語）となることである。印欧語では，前者の陳述力を欠いているために

伝統的に文の成分としては，名詞 ・動詞よりは低次のものと考えられてきたことは １

先に述べたとおりである。形容詞には，なお補語格に立って連用修飾成分となるはた

らきもある。こういう３種の文法的な機能をもち，事物の属性を超時間的にとらえて

表現する形容詞の代理となる語詞は，形容動詞である。そこでまず形容詞の機能を補

完するものとして，形容動詞の存在することに目を向けねばならない・

九
八

　Ｉ３１　形容動詞による補完

　形容動詞の形容詞に対する補完の実態を眺めるためにｒ分類語彙表」の「相の類」

の語数を調べてみた。結果は表９のとおりである 。
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表９　分類語彙表「相の類」の形容詞 ・形容動詞の分布

九
七

見

出

し

分　全 ’形形容動詞”＊中＊中し形容動詞
類　　　　　　　　　　　心
尊蓑箒碧 印計誓碧椎１計

こそあどムｍ －１’二１之一 ・４」

真・ 正立１・１ 　・１１… 　１１…

１・ ／／ ・／１－１

関係の仕方立皿　渕７■ ・１］〆／４／之
相互 ・異同汕・ 　・い／ ・／ ・１／１／…
整い方主１１… ・１１／・・／・１／一
さながら立１１… 　一／／／／一／／／／
在不在臥閉仙 ，■■／一
必然性立１・１ 　・包・１ｌ・／Ｉ・，／／ ・／．・１

可１１閉
繁　簡ユ１・… １■！之１／」 ・／

一１１１

普通・非凡閉 一犯■一ゾ；１乙／ ・１

調子・蛛閉■
ぺ一」Ｚ１！■二下パ１

激力立１… １１之ヨ ・／ ・４ ・

変化 ・動き土１・ 　… 一ｉ－１／ ｌ１・／Ｈ１・４４
　　時王１・ジ・酬／１／／／■／■／１／／／
茎ぐ．激灯ｍ■ 銅７７／／Ｌ」之」■１！／
轟二再び ．立１・… 　／ｊ・１・／ｊ・／／ １／ １

過現未・１・… 　／／／／／／／／／１／
終１１１ポくレＬ１

新しい ・古い厚１・～ 　…１いグ・ｌｌ　 １１ へ１争



翌・ 次３
，１６７ ！

関係位置３
．１７１

場　　　所　３．１７２

形・ 丸い ・平たい ・

；荒らい ・ま っすぐ ・３，１８０～２

水平など

堆瓢諮
ぎれユ１８３

長い ・広い　３，１９２ｏ
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ただし，上の表の作成にあた っては，次の基準によ った 。

◎　全語数欄の数字は，「大きい ・な」のように両形のあげられているものも１単

　位として数えたものであり ，またそれ以外の欄の数字は，それぞれ独立の別言吾

　として数えたものである 。

◎　形容動詞の認定には，「岩波国証辞典」の言己述を参考にした 。

＠　「…的」のような語より小さい造語成分は，全語数欄以外では算入しなか っ

　た 。

　「分類語彙表」は，同書「まえがき」によれば，約３２，６００語（または単位）を収載　九

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　四
しているわけであるが，同書において「相の類」に分類されている語は，４，６１４語（単

位）であり ，うち形容詞５９０語，形容動詞１，２４１語，両者を合算すると１，８３１語となり ，

形容詞の約２．１倍の形容動詞が収載されていることがわか った。なお，同書において ，

標本使用度数７以上，使用率Ｏ．０１４パーミル以上の語には ＊印が付されているが，こ

れらの中心的な語は同「まえがき」には７，０００語と記されている。このうち，形容詞
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は１７６語，形容動詞は２６１語で，両者を合わせると４３７語となることもわか った 。

表１０形容詞 ・形容動詞の数と百分率

’
３２，６００語につき ＊７，ＯＯＯ語につき

、

＼＼、

’＼ 語　数 ％ 語　数 ％

形容詞１ ５９０ ■８１ １７６ ２． ５１

　　　　　■形容動詞１
　　　　「

１， ２４１ ３． ８１ ２６１ ３． ７４

　　　　　
合計１…１

，８３１ ５． ６１
４３７１

　１

６． ２４

　　　中心的な７，ＯＯＯ語の中では，形容動詞は形容詞の約１．５倍にな っていて，依然とし

　　て語数上の優位に立っているが，率は低下している。つまり ，語彙構造の基本的な部

　　分では，形容詞と形容動詞の語数の差が小さくなり ，使用度数の高い形容動詞はそう

　　多くないことを物語っていると思う 。

　　　ちなみに和語と外来成分（漢語およぴ洋語）の比率を考えるならぱ，漢語系の形容

　　詞の数は僅少であるから，中心的な言春彙７，０００語の中では，外来成分よりも和語（形

　　容詞と和語形容動詞）の方が数的優位に立つと考えていいであろう 。

　　　しかし，形容動詞１，２４１語の．うち，和語形容動詞は２５３語（ホ６０語），漢語形容動

　　詞は９４４語（ホ１８０語），洋語形容動詞は４４語（＊２１語）とな っていて，総数の７五６％ ，

　　約８割が外来要素であることは，実に顕著な事実である。（中心的な語２６１語の中でも ，

　　７７．Ｏ％が外来要素である 。）

　　　形容詞５９０語に対して，和語形容動詞が２５３語もあるという事実は，もともと形容

　　詞の少なさをおぎなうものとして形容動詞が機能していたことを示唆していると考え

　　られる。漢語形容動詞が漸増する平安時代よりも前に，和語の内部においてすでに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＠
　　ｒ一か」「一やか」「一らか」系語群を中心とした状態言が用いられていたことに注目

九　しなければならないし，そのことが，後に漢語形容動詞 ・洋語形容動詞が漸増ないし

　　は急増する素地にな ったと考えられる 。

Ｉ３２　連体副よる補完

日本語において，もっぱら連体修飾機能をになう語類として，連体詞があげられる ・

連体詞は，「現代雑誌９０種の用語用字」では２３語，「晶詞別日本文法講座」では１０８
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＠

語があげられているが，この中には「分類語彙表」において，「この」「こんな」など

のホ 印を付された頻用される コソァド系指示詞がふくまれているために，意義面では

部分的にしか形容詞の補完機能を果たさないが，ひとり抽象的な関係指示の分野では

特に高い補兀度をもっていると言える 。

　Ｉ－３－３　その他の補完法

　連体修飾格に立つ成分としては，とれまでにとりあげてきた形容詞 ・形容動詞（と

もにその連体形） ・連体詞のほかに，動詞 ・助動詞の連体形と体言に格助詞ｒの」の

ついたもの（および，その延長として，体言十功詞十「の」，副詞十ｒの」など）が考

・えられる 。

　このことは，印欧語や中国語の１個の形容詞の訳語としてあげられる日本語の語句

を想起すればたいへん明瞭になる 。

　例えば，フランス語の “ｒｕｄｅ” に対して，新仏和中辞典は，形容詞系訳語ｒ苦しい ，

寒さの厳しい，粗い，きめの粗い，荒々しい，１気むずかしい，味気ない，渋い，辛い ，

力強い，すばらしい，舌ざわりの悪い，柔味のない」をあげるほかに，形容動詞系訳

語として，「不幸な，耳ざわりな，不作法な，頑固な，厳格な，生硬な」を，動詞

（助動詞）系訳語として，「ざらつく ，ごつごつした，骨の折れる，恐るべき １思う

ままにならぬ」を，名詞十功詞系訳語として，ｒ凸凹の，極上の，剛勇の」をあげて

いる。このほかに，「ざらざらの，ごつごつの」のような副詞十助詞系を考えること

もできるが，予想しうる訳語の類型はほぽ列挙されていると言える 。

　谷崎潤一郎や柳田国男によって歎かれた形容詞の少なさは，実は１以上に見てきた

ような補完物の存在によ って，（訳語の中にはもちろ！）若干の落ち着きのわるさを感

じさせるものがあるにしても）おぎなわれていると見られるのである。柳田国男は １

先に紹介したとおり ，「新語論」の中で，フランス語の形容詞の豊かさまで引き合いに

出して，日本語の形容詞の不足をかこっているのであるが，特定書語において，狭義

の晶詞として分類される形容詞の多寡自体が，ただちにその言語の表現の豊かさ貧し　些

さや難易を測る尺度とはなりえないものであることは明らかである。たしかに，柳田

国男の言うように。フランス語には形容詞が相対的には多いと言えるが，それはフラ

ンス語が，他の多くの言語において可能な〔名詞十名詞〕式（例　くさはら
，ｓｃｈｏｏ１

ｂｕｓ）の名詞の裸形による直接的な連体法をかたく拒む言語であるため，年とともに

増加する名詞に対して，極カ忠実に派生形容詞をもたねばならないというところに理
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由の大半があるわけである。もし，派生形容詞がつくられない場合には，〔（名詞十）

ｄｅ（え，ｅｎ なと）十名詞〕（例 “ｃｈｅｍｍ　ｄｅ　ｆｅｒ
’’

鉄道）という形式によ って名詞累積

構造をとることになる。従 って，形容詞の多寡だけを単純に云々すること，まして表

現力の評価に結びつけることは正しいこととは考えられないのである 。

皿　形容詞の意味分布

　　　前掲の表９をもとにして，さまさまな語彙論的な考察が展開されると思うが，いま

　　はごく大筋に限 って，次のような事実だけを指摘しておこう 。
　　　　　　　　　　　　　　　　＠　　　（１）形容詞がきわだって多い分野

　　　　可能性（立１２３），長い ・広い（３，１９２ｏ），驚き ・楽しい ・快い（立３０１ｏ），苦しい

　　　　 ・悲しい ・こわい（３．３０１ １），はずかしい ・ほしい ・くやしい ・ありがたい（五

　　　　３０１ ２），好き ・きらい ・かわいい ・にくらしい（３，３０２），偉い ・けち ・すごい ・

　　　　不届き（ム３４１），ていねい ・親切（対人態度）（３，３６８），色（３，５０２），味（３，５０５）

　　　（２）形容詞がきわだって少ない分野

　　　　 こそあど（立１００），真 ・正（３，１０１），関係（３，１１０），繁簡（３，１３０），変化 ・動き

　　　　（３．１５） ，・ しなやか ・きれぎれ ・ふさふさなど（３，１８３），限り ・全く（３，１１９ｏ），か

　　　　なり ・はなはだ ・あまり（五１９９３），禍福 ・世晴（立３３１），仕事（五３３２），身上

　　　　（３－３４０），交渉 ・交際（３．３５），水分（立５１３）（以上いずれも１語もしくは２語）

　　　（３）形容詞のない分野

　　　　関係の仕方（３，１１１），整い方（３，１１３），普通 ・非凡（ユ１３１），時（３，１６０），すぐ

　　　　 ・次第になど（五１６１），一度に ・再ぴ ・毎度など（３－１６２），過現未（３，１６４） ，

　　　　まだ ・もう ・もっと ・また（３，１６５），翌 ・次（３，１６７），関係位置（立１７１），場所

　　　　（３，１７２）ひとり ・みんな（３，１９８），くらい ・ほど（立１９９
１）

，およそ ・かつがつ ・

　　　　最も ・もっと（３．１９９２），しくしく ・にこにこ ・ぷりぷり（３，３０３），意味（３，３０７） ，

　　　　眼（３，３０９）衣食住（３，３３３），みずから ・あえて ・ぬけぬけ（３，３４６），公式・公平

九　　（３，３６０），火（五５１６），地（３．５２），生 ・性（３．５５），からだ（３．５７）

　　　（４）形容詞の数が形容動詞の総数を上まわ っている分野

　　　　さながら（３，１１４），可能性（３，１２３），久しい ・若い ・早い（五１６６ｏ），長い・広い

　　　　（３，１９２ｏ），重い ・軽い（３，１９３），意識 ・感覚（立３００），驚き ・楽しい ・快い（３ ，

　　　　３０１ ｏ），苦しい ・悲しい ・こわい（３．３０１１），はずかしい ・ほしい ・くやしい・あり

　　　　がたい（３．３０１
２），好き ・きらい ・かわいい ・にくらしい（３，３０２），仕事（３，３３２） ，
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　身上（３，３４０），色（３，５０２），におい（３，５０４），味（３，５０５）１気象（３
，５１５）

　　　　　　　　　　　　　＠
（５）形容詞は，「相の類」８４項目中，６０項目において，形容動詞の総数よりも少な

　い 。

　以上のことから ，（土３０１２），（３，３０２），（３，５０２）のように，形容詞の多い項目（分野）

では，形容動詞があまりふえていない，と言えそうである。しかし１中には
１（３・１４）

・

（３，１９２ｏ），（３，３６８）のように，形容詞も多いが，さらに多くの漢語形容動詞が用いら

れて語数を増加させている項目（分野）のあることがわか乱

　なお，全体として「相の類」を３つに分けた場合には，形容詞対形容動詞の比は １

　　　　　　 一　　
■■

　』　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　　　　　 ユ１（抽象関係） 　１６８ ：４２１１

　　　　　　　　 ３， ３　 （精神および行為）　　　 ３１０ ：６９３　１

　　　　　　　　３．５　（自然現象）　　１１２ ：１２７

とな っていて，日本語の形容詞が抽象関係分野にうすく ，自然現象分野にこく分布し

ていることがわかる 。

　皿　形容詞の語構成

　さて，上に見てきたような日本語の形容詞は１語構成のレベルでは１どのような特

徴をもっているのであろうか 。

　形容詞のなりたちには，およそ次のような２種１４類が考えられるが１現代において

なお生産的な型は，ごくわずかであることに注目しなけれぱならない 。

Ａ　派生法

　１　動詞（未然形）十し（い）　勇ましい１ゆかしい

　２　名詞十し（い）　大人しい，女し，公し１無益し・物し

　３　接頭辞十形容詞　た易い，ひ弱い，か細い１す早い

　４　名詞十い　茶色い，四角い，ひもじい

　５　名詞十接尾辞　女らしい，際どい１油（っ）こい１理屈 っぽい

　６　動詞十接尾辞　忘れっぽい，はれがましい

　７　状態言十接尾辞　おこがましい

九
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ユ６　　　　　　　　　　　　語彙論から見た形容詞

Ｂ　合成法

　　１　名詞十形容詞　心細い，毛深い，用心深い，腹黒い

　　２　動詞十形容詞　ありがたい，見にくい，堆えがたい，ねばり強い，疑い深い

　　３　形容詞（語幹）十形容詞　太短い，浅黒い，甘酸 っばい，せま苦しい

　　４　形容詞語幹Ｘ２＋し（い）　重々しい，痛々しい，弱々しい，若々しい

　　５　動詞（連用形）×２＋し（い）　なれなれしい，はればれしい

　’ ６　名詞×２＋し（い）　物々しい，花々しい，男々しい，角 々し．い

　　７　漢語×２＋し（い）　美々しい，福々しい，毒々しい，麗々しい

　なお，「晶詞別日本文法講座」第４巻「形容詞 ・形容動詞」は巻末に「一ナイ ，一ク

サイ…」など，計１７種の形容詞接尾辞をあげているが，この中でも，今日なお生産的

であると見られるのは，５種ぐらいである 。

　総じて１現代日本語においては，形容詞を新しくつくり ，ふやすということが，き

わめて困難にな っていると見なければならないのである 。

　ところが，形容動詞の方では，和語に限 っても ，

八
九

１　一か，一やか，一らか　などの接尾辞添加

２　名詞十居体言　人騒がせ，へそまがり

３　屏体言　きらい，好き，たくみ，まし

４　居体言十名詞　見事，（勝ち気）

５　音象徴語　めちゃくち ゃ， ばらばら

６　副詞　もっとも ，あやにく ，あんまり

７　成句　矢つぎ早，やぷれかぷれ

８　名詞十形容詞語幹　中高，腰弱，（気短）

９　居体言×２　とりどり ，こりごり

１０形容詞語幹十居体言　安上がり ，軽はずみ

１１名詞十形容詞語幹十接尾辞　一人よがり ，口惜しげ

’１２名詞十形容動詞　くそまじめ，物静か

１３形容詞語幹十形容動詞　（ありがた迷惑，うす馬鹿）

１４名詞×２　色々，様々

１５名詞罪，うつろ，蓮（っ）葉

１６形容詞語幹十名詞　うす手，太っ腹



　　　　　　　　　　　　　　語彙論から見た形容詞　　　　　　　　　　　　ユ７

　　１７居体言十形容動詞　負けぎらい

　　１８居体言十形容詞語幹　待ち遠

等々 ，ほとんどあらゆる語類（晶詞）からの転成が可能であり ，またあらゆる組み合

わせによ って成立するようである。しかも，ほとんどすべての型が，現在も生産的で

ある。加えて，漢語 ・洋語の形容詞 ・状態言が，一ナ，一ダ，一二などを付せられる

と， そのまま大量に形容動詞として用いられるわけであるから，現在，異なり語数と

しては形容詞をはるかにしのぐ結果になるのはきわめて自然なところである 。

　冒頭に述べたように，形容詞はきわめて裁然とした外形をもつ語類であるが，基本

的なものは古代において形成されていて，新しい求めには外来成分をもって応ずると

いうのが，大勢とな っていて，そのために，新しく形容詞を生み出すことが，今日の

われわれには極端に困難なこととな っていると見られるのである 。

ｗ　お　わ　り　に

　小論では，現代日本語の形容詞がもっているおもな問題について考えてきたが，質

量両面にわたるさらに深い考察の必要が感じられる。とりわけ，形容詞の意味分布 ，

形容動詞との関連，それらの通時的考察などについては，一層詳密な分析をしなけれ

ばならないと思う 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　注

¢　「語形と語性」（「日本語と日本語教育一文法編　　」文化庁　国語 ソリース

　別冊２）

◎　泉井久之助「言語構造論」７７ぺ一ジ

　　大野　晋「基本語彙に関する二，三の研究」（「国語学２４」所収）ただし，合計

　欄の２４，１６７は正しくないために ，２４，１６１に改めた 。

＠　同上大野論文

　　「国立国語研究所報告　１３『現代語の語彙調査　総合雑誌の用語　後編』」８１　八
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八
　ぺ一ジ

　　なお，「同研究所報告　２５『現代雑誌９０種の用語用字』」は晶詞区分の方法が特

　殊であるため，この場合はよりどころとしなか った 。

　　「普通話三千常用詞表」（１９５９年，北京，文字改革出版社刊）による 。

¢　Ｌ．ＦＡＵＣＥＴＴ＆牧一「英語重要単語統計的研究」による 。



　　１８　　　　　　　　　　　　語彙論から見た形容詞

　　　◎　前掲◎の『現代雑誌９０種の用語用字』第一分舟「総記およぴ語彙表」中の「第

　　　　２表　使用率順語彙表（全体）」による。第１００位までに掲げられている　「

　　　　的　２８」およぴ「二一タイ　７３」の２成分は除外した 。

　　　◎ 一前掲◎に同じ
。

　　　＠　Ｂ　Ｑ　ＭＯＲＧＡＮ ．Ｇｅｍａｎ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｗｏｒｄ　Ｂｏｏｋによる ・

　　　＠　Ｇｅｏｒｇｅ　Ｅ　ＶＡＮＤＥＲ　ＢＥＫＥ　Ｆｒｅｎｃｈ　Ｗｏｒｄ　Ｂｏｏｋによる
。

　　　＠前掲◎「言語構造論」３９べ一ジ以下

　　　＠　森田良行「動作 ・状態を表わすいい方」（『講座目本語教育』第４分冊，早稲田

　　　　犬学語学教育研究所，１９６８）

　　　　　国立国語研究所　酉尾貢弥「形容詞の意味 ・用法の言己述的研究」のうち・とく

　　　　に６ぺ｝ジ～１９ぺ一ジ

　　　＠　「国立国撞研究所資料集　６　『分類語彙表』」の「まえがき」にある「中心の

　　　　七千語」を私に簡称した 。

　　　＠　犬酉雅雄「國語科學論考」中の「國語教材の統計的研究」による 。

　　　＠前掲◎の犬野論文によれば，万葉集において，形容動詞は７５語（全語数の１
．Ｏ

　　　　％）用いられていることがわかる。また，万葉 ・枕 ・源氏 ・徒然の４作晶に共通

　　　　する８１５語のうち，形容動詞は１３語（１．６％）で，ことごとく和語であることもわ

　　　　かる 。

　　　＠　「品詞別　日本文法講座　５　違体詞 ・副詞」の巻末の一覧では・「明解国語

　　　　辞典」と「角川国語辞典」をもとにして調べられた違体詞があげられているが ，

　　　　両辞典に採録されているもの５４語，「明解」のみのもの４３語，「角川」のみのもの

　　　　１１語で，都合１０８語である 。

　　　＠　ここで，「きわだって多い」としたのは，全語数と形容動詞総数の２種の語数

　　　　との関連で目立つ，という趣旨である 。

　　　＠　前掲『分類語彙表』の「まえがき」５ぺ一ジには「（３、）の類８３項」とあるが ，

八　　　 これは本文の項目数から，明らかに「８４項」と訂正されるべぎである ・
七
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